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1．調査研究のねらい 

「高等学校における次世代の学習ニーズ」とは、毎年文部科学省から出される「児童生徒の問題行動・不登校等

生徒指導上の諸課題に関する調査」で問題とされていることであり、当法人ではさまざまな困難を理由に通信制

高校に在籍している生徒の卒業時の進路未決定率の高さに注目し、「能動的な進路選択の意識向上」へと生徒を

導く方法を考察していくとともに漏れのない進路決定を実現させる。この研究により確立された指導法は増え続け

る通信制高校生徒の進路実現の一助となれるよう当法人内だけでなく全国に発信していく。 

 

 

2．調査研究の実施状況 

2‐1 調査研究の概要 

本校通信制生徒すべてを指導対象とするため抱えている困難の大小、原因などはさまざまである。そこですでに

得ている情報をもとに指導方法プロトタイプを作成し、実行をしながら生徒の状況観察の中で柔軟な対応をしつつ、

定期的なアンケート調査とその分析により効果的な指導方法を確立していく。 

 

2‐2 調査研究校 

実施場所 参加年度 アンケート実施回 アンケート有効回答人数 

益田 2018年度～ 初回～第 7回 11名(内 1名 2019年 4月転出) 

2019年度～ 初回、第 5回～7回 11名 

久留米 2018年度～ 初回～第 4回 30名 

2019年度～ 初回、第 3回～4回 17名 

松江 2018年度～ 初回～第 4回 5名 

2019年度～ 初回、第 3回～4回 5名 

福山 2018年度～ 初回～第 4回 11名(内 5名 2019年 3月卒業) 

2019年度～ 初回、第 3回～4回 4名 

米子 2018年度～ 初回～第 4回 26名 

2019年度～ 初回、第 3回～4回 6名 

 

2‐3 調査研究の検討会議のメンバー 

氏  名 勤務先・職名等 

桐村 豪文 国立学校法人弘前大学 教育学部 講師 

多々良 淳子 国立学校法人大分大学 経済学部 非常勤講師 

森脇 達也 益田市教育委員会 参事 

安倍 良治 益田市教育委員会 子ども･若者支援センター 所長 

山本 了輔 NPO法人志塾フリースクール 理事長 

岡本 昌浩 島根県教育庁益田教育事務所 所長 
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永島 一忠 学校法人益田永島学園 理事長 

三浦 浩二 学校法人益田永島学園 明誠高校 

和崎 順子 学校法人益田永島学園 明誠高校 

酒井 俊紀 学校法人益田永島学園 明誠高校 

松本 結衣 学校法人益田永島学園 明誠高校 

 

2‐4 調査研究の具体的内容等 

 

2‐4‐1 調査研究内容 

 「通信制課程卒業者の社会参加意識の向上にむけた指導」をテーマに、社会意識の向上を目的とした SST及び

JST を企画実施し、専門家の指導の下、一年を通じて調査分析を行い、効果的な指導方法を確立することを目的

とする。 

 

2‐4‐2 調査研究頻度および実施スケジュール 

益 田 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

通常サポート 通年 平日 火曜日から金曜日 13時から 16時 

検討会議  実施           

初回ガイダンス          実施             

初回アンケート          実施             

第 4回 JST            実施           

第 5回アンケート            実施           

第 5回 JST                 実施       

第 6回アンケート                 実施       

第 6回 JST                     実施   

第 7回アンケート                     実施   

 

 

他 教 室 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

初回ガイダンス   福 米・松 久        

初回アンケート   福 米・松 久        

第 2回 JST   福 米・松 久        

第 3回アンケート             

第 3回 JST        福・久 米・松    

第 4回アンケート        福・久 米・松    

福…福山  久…久留米  松…松江  鳥…鳥取 
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2‐4‐3 調査研究実施手法 

本校広域通信制課程在籍生 1・2年生に対し 

 (初回)アンケート → JST → アンケート 

を 1 セット、それを 3 セットで 1 クールとし、1 クール終了後に有用性等を検証する。本年度、実施

した JSTは 

・益 田…2クール目(第 4回～6回 JST及びアンケート⑤～⑦)終了 

・他教室…1 クール目(第 2回～3回 JST及びアンケート③、④)終了 

 

 内  容 実施場所 

初回ガイダンス  5教室全て 

第 1回アンケート 別添 0－A 5教室全て 

   

 

第 2回 JST 

ストレス回避とリラクゼーション技能トレーニング① 

～ストレスとのつき合い方～ 

別添 2－A1～3、2-B、2-C1～3 

 

久、松、福、米 

第 3回アンケート 別添 0－B 久、松、福、米 

 

第 3回 JST 

マニュアル作成技能トレーニング① 

～マニュアル作成の第一歩～ アルミホイル玉作成の作業工程

から 

別添 3-A、3-B、3-C 

 

久、松、福、米 

第 4回アンケート 別添 0－B 久、松、福、米 

 

第 4回 JST 

職場対人技能トレーニング② 

～困ったときの声のかけ方～ 

別添 4-A、4-B、4-C、4-a 

 

益田 

第 5回アンケート 別添 0－B 益田 

 

第 5回 JST 

ストレス回避とリラクゼーション技能トレーニング② 

～正しい休憩・正しい睡眠とは～ 

別添 5-A1～4、5-B1～2、5-C1～2 

 

益田 

第 6回アンケート 別添 0－B 益田 

 

第 6回 JST 

マニュアル作成技能トレーニング② 

～ツアーコンダクターになってみよう～ 

別添 6-A1～2、6-B 

 

益田 

第 7回アンケート 別添 0－B 益田 
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3．調査研究の成果 

3-1 事業実施(トレーニング及びアンケート)結果にみるキャリア教育指導法の展望 

 

課題 

本プロジェクトは、通信制課程卒業生の進路未決定の問題について、キャリア教育のアプロー

チからその改善を図るものである。本プロジェクトでは、通信制課程の高校生を対象に、JST（job 

related skills training）というキャリア教育指導を行った。 

プロジェクト内では、実施したキャリア教育の指導法の効果を測るため、毎回の JST の後に

アンケート調査を実施した。本報告書は、そのアンケート調査の結果をもとに分析するものであ

り、キャリア教育指導の結果として、社会参加意識をはじめとする高校生の内面における心的傾

向の変化を捉えることに努める。すなわち、JST を繰り返す中で、彼らの内面における社会参加

意識等の心的傾向にどのような変化が行っているか、またどのような課題を有する生徒がまだ

存在するかを可視化することを第一の目的とする。 

昨年度に実施したプロジェクトに関する分析では、「社会的消極志向」という因子が出力され、

さらに因子間のベクトルの相関性と相違性を踏まえ、その全体を捉えた上で、二次元のプロット

図の上で、課題となる象限の存在を発見するに至った。そして、その象限からの脱出を第一の課

題と位置づけ、彼らの内面における心的傾向の変化を、プロット図の上で可視化することに成功

した。本報告書では、特に、JST の指導を経る過程で見られる変化を捉えることに主眼を置く。 

 

調査・分析の目的 

（１）キャリア教育の指導法の確立に向けて、実施したキャリア教育の指導法の効果を分析し、

今後の改善の検討材料に用いること。 

（２）職業決定／未決定を規定する要因を探ることにより、キャリア教育の指導法において必要

となる視座を得ること。今回の調査・分析はその第一段階であり、今後は、調査対象者による進

路決定との間でそれを規定する要因を探る必要があり、その中でこのキャリア教育の指導法の

効果の有無やその程度を見定める必要がある。 
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表 1 調査の概要（2018～2019 年度） 

実施場所 
実施期間 

実施回数 人数 
2018 年度（実施回数） 2019 年度（実施回数） 

益田 8 月～2 月（4 回） 9 月～ 2 月（3 回） 7 回 22 名 

久留米 11 月～2 月（2 回） 8 月～11 月（2 回） 4 回 47 名 

松江 12 月（2 回） 7 月～12 月（2 回） 4 回 10 名 

福山 11 月～12 月（2 回） 6 月～11 月（2 回） 4 回 15 名 

米子 1 月（2 回） 7 月～12 月（2 回） 4 回 32 名 

 

表 2 調査の概要（参加年度別） 

実施場所 参加年度 指導回 人数 

益田 
2018 年度からの参加者 初回～第 7 回 11 名（内 1 名 2019 年度転出） 

2019 年度からの参加者 初回、第 5 回～第 7 回 11 名 

久留米 
2018 年度からの参加者 初回～第 4 回 30 名 

2019 年度からの参加者 初回、第 3 回～第 4 回 17 名 

松江 
2018 年度からの参加者 初回～第 4 回 5 名 

2019 年度からの参加者 初回、第 3 回～第 4 回 5 名 

福山 
2018 年度からの参加者 初回～第 4 回 

11 名（内 5 名 2019 年 3 月卒

業） 

2019 年度からの参加者 初回、第 3 回～第 4 回 4 名 

米子 
2018 年度からの参加者 初回～第 4 回 26 名 

2019 年度からの参加者 初回、第 3 回～第 4 回 6 名 

 

表 3 調査対象者の概要 

実施場

所 
参加年度 

性別 2019 年度学年 

男 女 １ ２ ３ 卒業者 

益田 
2018 年度からの参加者 4 名 7 名 0 名 4 名 7 名  

2019 年度からの参加者 4 名 7 名 8 名 3 名 0 名 － 

久留米 
2018 年度からの参加者 18 名 12 名 0 名 16 名 14 名  

2019 年度からの参加者 9 名 8 名 5 名 7 名 5 名 － 

松江 
2018 年度からの参加者 3 名 2 名 0 名 2 名 3 名  

2019 年度からの参加者 2 名 3 名 1 名 1 名 3 名 － 

福山 
2018 年度からの参加者 6 名 5 名 2 名 1 名 3 名 5 名 

2019 年度からの参加者 2 名 2 名 1 名 3 名 0 名 － 
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米子 
2018 年度からの参加者 15 名 11 名 0 名 11 名 15 名  

2019 年度からの参加者 1 名 5 名 3 名 3 名 0 名 － 

合計  64 名 62 名 20 名 51 名 50 名 5 名 

 

アンケート調査では、調査対象者の負担も考慮して、以下の 19 の質問項目を用意した。それ

ぞれ「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」「どちらでもない」「どちらかといえばあて

はまらない」「あてはまらない」の 5 段階で回答してもらった。 

 

⑴自分なりの個性を大切にしている 

⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えている 

⑶自分はのびのびと生きていると感じる 

⑷自分はひとりぼっちだと感じる 

⑸みんなと意見が違っても、自分の意見を言うことができる 

⑹無理に人に合わせようとして、きゅうくつな思いをしている 

⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思う 

⑻自分のやるべきことは責任をもってやり遂げる 

⑼過去の失敗をくよくよ後悔しない 

⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う 

⑾友達とけんかをしても、うまく仲直りができると思う 

⑿時間を無駄にしたくない 

⒀保護者からの自分への期待が高いと感じる 

⒁休みがたくさんもらえることは大事だと思う 

⒂自分ができる仕事は世の中にたくさんあると思う 

⒃自分の未来は明るいと思う 

⒄お金をかせぐことは大事だと思う 

⒅何でも最後は自分で決めたいと思う 

⒆今日取り組んだ学習は、自分の将来に役立つと思う 

 

 

分析の結果 

表 4 各質問項目の回答の変化（JST を受ける回数を経た変化） ※上が実数（名）、下が割合（％） 

質問項目 回目 あてはまる 

ど ち ら か と

い え ば あ て

はまる 

ど ち ら で も

ない 

ど ち ら か と

い え ば あ て

はまらない 

あ て は ま ら

ない 
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⑴自分なりの個性を大切

にしている 

1 回目 
19 46 47 12 2 

15.1 36.5 37.3 9.5 1.6 

2 回目 
25 37 55 6 3 

19.8 29.4 43.7 4.8 2.4 

3 回目 
25 51 32 4 2 

21.9 44.7 28.1 3.5 1.8 

4 回目 
23 28 20 8 2 

28.4 34.6 24.7 9.9 2.5 

⑵自分の夢をかなえよう

と意欲に燃えている 

1 回目 
16 26 44 29 11 

12.7 20.6 34.9 23.0 8.7 

2 回目 
19 31 46 23 7 

15.1 24.6 36.5 18.3 5.6 

3 回目 
20 30 35 23 6 

17.5 26.3 30.7 20.2 5.3 

4 回目 
15 25 25 11 5 

18.5 30.9 30.9 13.6 6.2 

⑶自分はのびのびと生き

ていると感じる 

1 回目 
30 39 39 13 5 

23.8 31.0 31.0 10.3 4.0 

2 回目 
33 47 34 10 2 

26.2 37.3 27.0 7.9 1.6 

3 回目 
35 40 29 8 2 

30.7 35.1 25.4 7.0 1.8 

4 回目 
23 30 16 8 4 

28.4 37.0 19.8 9.9 4.9 

⑷自分はひとりぼっちだ

と感じる 

1 回目 
11 21 50 27 17 

8.7 16.7 39.7 21.4 13.5 

2 回目 
10 21 58 20 17 

7.9 16.7 46.0 15.9 13.5 

3 回目 
10 11 50 21 22 

8.8 9.6 43.9 18.4 19.3 

4 回目 
6 8 33 19 15 

7.4 9.9 40.7 23.5 18.5 

⑸みんなと意見が違って

も、自分の意見を言うこ

とができる 

1 回目 
18 27 42 23 16 

14.3 21.4 33.3 18.3 12.7 

2 回目 
19 26 41 26 14 

15.1 20.6 32.5 20.6 11.1 

3 回目 
13 33 32 29 7 

11.4 28.9 28.1 25.4 6.1 

4 回目 
10 24 20 16 11 

12.3 29.6 24.7 19.8 13.6 

⑹無理に人に合わせよう

として、きゅうくつな思
1 回目 

9 23 46 24 24 

7.1 18.3 36.5 19.0 19.0 
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いをしている 
2 回目 

11 23 53 16 23 

8.7 18.3 42.1 12.7 18.3 

3 回目 
8 20 48 22 16 

7.0 17.5 42.1 19.3 14.0 

4 回目 
7 15 34 11 14 

8.6 18.5 42.0 13.6 17.3 

⑺思いやりをもって他者

とかかわることは大事だ

と思う 

1 回目 
53 47 21 0 5 

42.1 37.3 16.7 0.0 4.0 

2 回目 
57 54 11 1 3 

45.2 42.9 8.7 0.8 2.4 

3 回目 
56 46 9 1 2 

49.1 40.4 7.9 0.9 1.8 

4 回目 
38 29 13 0 1 

46.9 35.8 16.0 0.0 1.2 

⑻自分のやるべきことは

責任をもってやり遂げる 

1 回目 
27 55 36 7 1 

21.4 43.7 28.6 5.6 0.8 

2 回目 
35 52 31 6 2 

27.8 41.3 24.6 4.8 1.6 

3 回目 
21 60 26 3 4 

18.4 52.6 22.8 2.6 3.5 

4 回目 
20 34 19 8 1 

24.4 41.5 23.2 9.8 1.2 

⑼過去の失敗をくよくよ

後悔しない 

1 回目 
15 15 38 37 21 

11.9 11.9 30.2 29.4 16.7 

2 回目 
18 17 40 28 23 

14.3 13.5 31.7 22.2 18.3 

3 回目 
14 19 37 33 11 

12.3 16.7 32.5 28.9 9.6 

4 回目 
12 16 23 22 8 

14.8 19.8 28.4 27.2 9.9 

⑽難しいことでも、やる

気を出せば、できると思

う 

1 回目 
15 36 50 18 7 

11.9 28.6 39.7 14.3 5.6 

2 回目 
18 38 44 21 5 

14.3 30.2 34.9 16.7 4.0 

3 回目 
21 43 34 12 4 

18.4 37.7 29.8 10.5 3.5 

4 回目 
19 22 27 10 3 

23.5 27.2 33.3 12.3 3.7 

⑾ 友 達 と け ん か を し て

も、うまく仲直りができ

ると思う 

1 回目 
20 39 43 22 2 

15.9 31.0 34.1 17.5 1.6 

2 回目 
19 40 51 14 2 

15.1 31.7 40.5 11.1 1.6 
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3 回目 
13 41 47 10 3 

11.4 36.0 41.2 8.8 2.6 

4 回目 
16 21 32 10 2 

19.8 25.9 39.5 12.3 2.5 

⑿時間を無駄にしたくな

い 

1 回目 
30 40 42 10 4 

23.8 31.7 33.3 7.9 3.2 

2 回目 
34 42 39 7 4 

27.0 33.3 31.0 5.6 3.2 

3 回目 
33 40 29 8 4 

28.9 35.1 25.4 7.0 3.5 

4 回目 
19 27 23 9 3 

23.5 33.3 28.4 11.1 3.7 

⒀保護者からの自分への

期待が高いと感じる 

1 回目 
6 19 57 25 19 

4.8 15.1 45.2 19.8 15.1 

2 回目 
5 17 60 25 19 

4.0 13.5 47.6 19.8 15.1 

3 回目 
8 11 61 18 16 

7.0 9.6 53.5 15.8 14.0 

4 回目 
8 10 40 14 9 

9.9 12.3 49.4 17.3 11.1 

⒁休みがたくさんもらえ

ることは大事だと思う 

1 回目 
40 30 49 5 2 

31.7 23.8 38.9 4.0 1.6 

2 回目 
50 35 35 3 3 

39.7 27.8 27.8 2.4 2.4 

3 回目 
45 38 26 2 3 

39.5 33.3 22.8 1.8 2.6 

4 回目 
28 28 19 5 1 

34.6 34.6 23.5 6.2 1.2 

⒂自分ができる仕事は世

の中にたくさんあると思

う 

1 回目 
16 24 50 27 9 

12.7 19.0 39.7 21.4 7.1 

2 回目 
19 28 46 23 10 

15.1 22.2 36.5 18.3 7.9 

3 回目 
17 26 48 14 10 

14.8 22.6 41.7 12.2 8.7 

4 回目 
16 19 27 14 5 

19.8 23.5 33.3 17.3 6.2 

⒃自分の未来は明るいと

思う 

1 回目 
13 18 62 17 16 

10.3 14.3 49.2 13.5 12.7 

2 回目 
10 27 58 23 8 

7.9 21.4 46.0 18.3 6.3 

3 回目 
15 23 53 13 10 

13.2 20.2 46.5 11.4 8.8 
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4 回目 
18 12 28 17 6 

22.2 14.8 34.6 21.0 7.4 

⒄お金をかせぐことは大

事だと思う 

1 回目 
69 44 13 0 0 

54.8 34.9 10.3 0.0 0.0 

2 回目 
72 42 12 0 0 

57.1 33.3 9.5 0.0 0.0 

3 回目 
58 45 10 1 0 

50.9 39.5 8.8 0.9 0.0 

4 回目 
42 32 6 2 0 

51.2 39.0 7.3 2.4 0.0 

⒅何でも最後は自分で決

めたいと思う 

1 回目 
47 42 28 8 1 

37.3 33.3 22.2 6.3 0.8 

2 回目 
41 42 37 5 1 

32.5 33.3 29.4 4.0 0.8 

3 回目 
44 41 25 4 0 

38.6 36.0 21.9 3.5 0.0 

4 回目 
29 28 18 6 0 

35.8 34.6 22.2 7.4 0.0 

⒆ 今 日 取 り 組 ん だ 学 習

は、自分の将来に役立つ

と思う 

1 回目 
23 41 54 4 4 

18.3 32.5 42.9 3.2 3.2 

2 回目 
45 43 33 2 2 

36.0 34.4 26.4 1.6 1.6 

3 回目 
34 43 31 3 3 

29.8 37.7 27.2 2.6 2.6 

4 回目 
24 34 19 3 1 

29.6 42.0 23.5 3.7 1.2 

 

表 4 は、2018 年度から 2019 年度の 2 年にわたって本プロジェクトの調査対象となった全て

の者（126 名）の各質問項目の回答について、1 回目～4 回目に限って、その変化の様子を辿っ

たものである。なお、表中に示す「〇回目」は、JST の指導回と必ずしも一致しない。例えば益

田では、表 3 に示すように、2018 年度から JST を受ける者（以下、1 期生）は、2018 年度に初

回～第 4 回、2019 年度に第 5 回～第 7 回の計 7 回の JST を経験しており、2019 年度から JST

を受ける者（以下、2 期生）は、初回、第 5 回～第 7 回の計 4 回の JST を経験している。表 4 で

は、こうした JST の指導回との対応関係はひとまず置いておき、JST を経験する過程の変化を

辿る。つまり、益田では、1 期生は初回～第 4 回、2 期生は初回、第 5 回～第 7 回、久留米・松

江・福山・米子では、1 期生は初回～第 4 回、2 期生は初回、第 3 回～第 4 回を、表中の「1 回

目～4 回目」に対応させている。JST の指導回及びその指導内容との対応関係はひとまず置いて

おいて、4 回にわたる JST の指導を経験する過程で、各質問項目の回答にどのような変化が生じ

たかを考察する。 

なお、久留米・松江・福山・米子で 2 期生は、「4 回目」はまだ経験していないため、表中に
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は含まれていない。また益田で 1 期生の第 5～7 回（5 回目以降のもの）は表中に含まれていな

い。 

 

表 5 「〇回目」と指導回（実施年度）との対応表 

  1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 

益田 
1 期生 初回（2018） 第 2 回（2018） 第 3 回（2018） 第 4 回（2018） 

2 期生 初回（2019） 第 5 回（2019） 第 6 回（2019） 第 7 回（2019） 

久留米 
1 期生 初回（2018） 第 2 回（2018） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019） 

2 期生 初回（2019） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019）  

松江 
1 期生 初回（2018） 第 2 回（2018） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019） 

2 期生 初回（2019） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019）  

福山 
1 期生 初回（2018） 第 2 回（2018） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019） 

2 期生 初回（2019） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019）  

米子 
1 期生 初回（2018） 第 2 回（2018） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019） 

2 期生 初回（2019） 第 3 回（2019） 第 4 回（2019）  

※ 1 期生とは 2018 年度から JST を受ける者、2 期生とは 2019 年度から JST を受ける者を意味する。  
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以下、各質問項目の回答について、1 回目～4 回目の変化の様子を、そしてその変化の様子か

ら JST の指導の効果を、表 4 をもとに考察する。また、その考察を裏付けるため、JST の指導回

数（「〇回目」）を説明変数、⑴～⒆の質問項目の回答を被説明変数とするロジスティックあては

めの結果を併せて示す（分析には JMP 11 を用いた）。 

 

 

⑴自分なりの個性を大切にしている 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（37.3%）、次いで「どちらかといえば

あてはまる」と回答する者が多い（36.5%）。一方で「あてはまる」と回答した割合が 15.1%し

かおらず、また「どちらかといえばあてはまらない」も一定（9.5%）存在することから、自分の

個性に対してポジティブな評価をする者が比較的少ないことがわかる。 

それが、JST の指導を経験する過程で、1 回目で最も多くを占めていた「どちらでもない」の

回答が減少し、一方で、「あてはまる」と回答する割合は、明らかに増加する様子が示される

（15.1%→19.8%→21.9%→28.4%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分の個性に対して前向きな姿勢を持たせる上で、

JST の指導は一定の効果を発揮していると言えよう。ただし、4 回目に至ってもなお「あてはま

らない」（2.5%）「どちらかといえばあてはまらない」（9.9%）と回答する者も一定数存在するこ

とには注意を要する。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 3.63393 1 7.267862 0.0070* 

完全 585.7413       

縮⼩ 589.3752       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 
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切⽚[1] -3.51826 0.398021 78.13 <.0001* 

切⽚[2] -1.86001 0.244633 57.81 <.0001* 

切⽚[3] 0.221527 0.210597 1.11 0.2928 

切⽚[4] 1.865254 0.229899 65.83 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.22003 0.081136 7.35 0.0067* 

 

 

⑵自分の夢をかなえようと意欲に燃えている 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（34.9%）、次いで「どちらかといえば

あてはまらない」と回答する者が多い（23.0%）。また「あてはまる」と回答した割合が 12.7%

しかおらず、この時点では、自分の夢をかなえることに対する意欲について、ネガティブな回答

をする割合が比較的多く、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせると

3 割強の者が、自分の夢をかなえることに対してそのような姿勢（意欲の欠如）を示しているこ

とがわかる。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」と回答する割合は、明らかに増加する

様子が示される（12.7%→15.1%→17.5%→18.5%）。また、「あてはまらない」「どちらかといえ

ばあてはまらない」を合わせた割合も、4 回目には 2 割弱にまで減少し、自分の夢をかなえるこ

とに対する意欲についてネガティブな回答をする割合も減少する様子が伺える。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分の夢をかなえることに対する意欲を持たせる上

で、JST の指導は一定の効果を発揮していると言えよう。ただし、4 回目に至ってもなお 2 割弱

の者はネガティブな姿勢を示していることには注意を要する。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 2.32651 1 -0.32651 0.0310* 

完全 667.5103   667.5103   
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縮⼩ 669.8368       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.24674 0.258667 75.44 <.0001* 

切⽚[2] -0.68118 0.210494 10.47 0.0012* 

切⽚[3] 0.789114 0.211098 13.97 0.0002* 

切⽚[4] 2.09737 0.232979 81.04 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.17155 0.079455 4.66  0.0308* 

 

 

⑶自分はのびのびと生きていると感じる 

1 回目では「どちらかといえばあてはまる」（31.0%）「どちらでもない」（31.0%）と回答する

者が最も多い。「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と回答する者は、両者を

合わせると約 55%おり、半数以上の者が「自分はのびのびと生きている」と感じており、きゅ

うくつな生き方を強いられている様子はあまり伺えない。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（自分はのびのびと生きていると感じている者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、

およそ増加する傾向が確認できる（54.8%→63.5%→65.8%→65.4%）。「あてはまる」と回答する

割合（自分はのびのびと生きていると感じている者の割合）に限って見ると、1 回目から 4 回目

にかけて、明らかに増加する傾向が確認できる（15.1% →19.8% →21.9% →28.4%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分がのびのびと生きるということに対する意識に

ついては、JST の指導の過程で、ある一定の影響が確認できる。すなわち、心に余裕をもって自

らの将来に向けて歩んでいくことに、JST の指導は一定の効果を発揮していることが伺えるので

ある。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
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モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 2.09696 1 4.193927 0.0406* 

完全 612.4218       

縮⼩ 614.5187       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -3.30939 0.353218 87.78 <.0001* 

切⽚[2] -1.72205 0.234688 53.84 <.0001* 

切⽚[3] -0.1445 0.209001 0.48 0.4893 

切⽚[4] 1.350837 0.21927 37.95 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.16481 0.080251 4.22 0.0400* 

 

 

⑷自分はひとりぼっちだと感じる 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が 4 割近くおり、最も多く、次いで「どちらかと

いえばあてはまらない」と回答する者が多い（21.4%）。「あてはまらない」「どちらかといえば

あてはまらない」の回答を合わせると、約 35%の者が「自分はひとりぼっちだ」とは感じてい

ないことがわかる。しかし一方で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答する者

も、両者を合わせると 25%近く存在し、4 人に 1 人が「自分はひとりぼっちだ」と感じている様

子が伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、若干ではあるものの、改善の様子が伺える。「あては

まらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（「自分はひとりぼっちだ」とは

感じていない者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて増加傾向が確認できるし（34.9%→29.4%

→37.7%→42.0%）、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合（「自分はひ

とりぼっちだ」とは感じている者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて減少傾向が確認できる

（25.4%→24.6%→18.4%→17.3%）。ただし、繰り返しになるが、その変化は明白なほどではな

い。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分はひとりぼっちだと感じる意識を改善する上で、

JST の指導には若干の効果は確認できるものの、現時点では「見込み」程度に留まる。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 
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モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 1.76503 1 3.530058 0.0603 

完全 648.664       

縮⼩ 650.429       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.01127 0.233409 74.25 <.0001* 

切⽚[2] -0.96018 0.215276 19.89 <.0001* 

切⽚[3] 0.911613 0.215085 17.96 <.0001* 

切⽚[4] 2.063853 0.248758 68.83 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 0.151408 0.080473 3.54 0.0599 

 

 

⑸みんなと意見が違っても、自分の意見を言うことができる 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く、3 人に 1 人がそのように回答してい

る。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答する者は、両者を合わせると約 35%

おり、一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と回答する者も、両者を合

わせると約 30%いる。つまり、他人と異なる意見を言うことに比較的積極的である者と比較的

消極的である者は、この時点ではほぼ同程度の割合存在するということである。 

それが、JST の指導を経験する過程でどのように変化したかであるが、「あてはまる」「どちら

かといえばあてはまる」を合わせた割合（他人と異なる意見を言えるという者の割合）は、1 回

目から 4 回目にかけて増加傾向が確認できる（35.7%→35.7%→40.4%→42.0%）ものの、その

変化は明白なほどではない。また一方では、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらな

い」を合わせた割合（他人と異なる意見を言えないという者の割合）は、1 回目から 4 回目にか

けてむしろ微増しており（31.0%→31.7%→31.6%→33.3%）、この点は反省的に留意すべきとこ

ろである。 

このことから、全体の傾向を通観すると、他人と異なる意見を言えるという積極的姿勢を涵養
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する上で、JST の指導には若干の効果は確認できるものの、と同時に他方では、その指導の過程

で、何らかの理由により他人と異なる意見を言うことに対して消極的な姿勢をむしろ強めてし

まっている可能性も示唆される。この点は、JST の指導に改善の余地があるかもしれない。 

 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.1032 1 0.2064 0.6496 

完全 688.4316       

縮⼩ 688.5348       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.10621 0.240431 76.74 <.0001* 

切⽚[2] -0.6912 0.209312 10.9 0.0010* 

切⽚[3] 0.553446 0.208318 7.06 0.0079* 

切⽚[4] 1.929796 0.230971 69.81 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.03579 0.078663 0.21 0.6491 

 

 

⑹無理に人に合わせようとして、きゅうくつな思いをしている 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多い（36.5%）。「あてはまる」「どちらかと

いえばあてはまる」と回答する者は、両者を合わせると約 25%おり、一方、「あてはまらない」

「どちらかといえばあてはまらない」と回答する者も、両者を合わせると約 38%いる。したが

って、他人との人間関係づくりにおいて、4 人に 1 人がきゅうくつな思いをしているようではあ

るが、約 4 割の者は、そのような思いを感じていない、ということである。 

それが、JST の指導を経験する過程でどのように変化したかであるが、「あてはまる」「どちら
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かといえばあてはまる」を合わせた割合（他人との人間関係づくりにおいてきゅうくつな思いを

していると感じる者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて微増傾向はあるもののほぼ横ばいの

状況が確認できる（25.4% → 27.0% → 24.6% →27.2%）。一方、「あてはまらない」「どちらかと

いえばあてはまらない」を合わせた割合（他人との人間関係づくりにおいてきゅうくつな思いを

していると感じていない者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけてむしろ減少している（38.1% 

→ 31.0% →33.3% →30.9%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、他人との人間関係づくりにおいて、それがきゅうく

つな面も持ち合わせているということに意識を向けさせる上で、JST の指導は、あまり積極的な

効果は見られないものの、それまでそれをきゅうくつなものと感じてこなかった者が、実はそう

でなさそうだと感じさせる契機を与えるものとはなっているかもしれない。ただし、その変化は

明白なほどではない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.22355 1 0.44711 0.5037 

完全 662.2041       

縮⼩ 662.4277       

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -1.69619 0.226067 56.3 <.0001* 

切⽚[2] -0.80995 0.212267 14.56 0.0001* 

切⽚[3] 0.85406 0.212725 16.12 <.0001* 

切⽚[4] 2.373152 0.255597 86.21 <.0001*  

JST 経験【〇回目】 0.053403 0.079606 0.45 0.5023 
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⑺思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思う 

1 回目では「あてはまる」と回答する者が最も多く（42.1%）、次いで「どちらかといえばあて

はまる」と回答する者が多い（37.3%）。両者を合わせると、約 8 割の者が、思いやりをもって

他者とかかわることは大事だと思っていることがわかる。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（思いやりをもって他者とかかわることは大事だと思っている者の割合）は、1 回目か

ら 4 回目にかけて、およそ増加傾向が確認できる（79.4% →88.1% →89.5% →82.7%）。「あては

まる」と回答する割合（思いやりをもって他者とかかわることにより高い価値を置いている者の

割合）に限って見ても、1 回目から 4 回目にかけて、およそ増加傾向が確認できる（42.1% →45.2% 

→49.1% →46.9%）。一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた

割合（思いやりをもって他者とかかわることが大事だとは思っていない者の割合）は、1 回目か

ら 4 回目にかけて減少傾向が確認できる（4.0% →3.2% →2.6% →1.2%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、思いやりをもって他者とかかわることの価値につい

て、当初よりそれが大事だと認識する者の割合は高く、問題は、それが大事だと認識しない者の

変化にある。JST の指導の過程で、思いやりをもって他者とかかわることが大事だとは思ってい

ない者の割合は、明らかに減少の傾向が確認でき、その点において JST の指導は一定の効果を

発揮していると言えよう。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 8.92765 1 17.8553 <.0001* 

完全 526.3299    

縮⼩ 535.2575    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 
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切⽚[1] -2.66464 0.323511 67.84 <.0001* 

切⽚[2] -2.1889 0.280754 60.79 <.0001* 

切⽚[3] -0.56975 0.217213 6.88 0.0087* 

切⽚[4] 1.132719 0.221568 26.14 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.35756 0.084471 17.92 <.0001* 

 

 

⑻自分のやるべきことは責任をもってやり遂げる 

1 回目では「どちらかといえばあてはまる」と回答する者が最も多い（43.7%）。「あてはまる」

「どちらかといえばあてはまる」と回答する者は、両者を合わせると約 65%おり、およそ 3 人

に 2 人の割合で、自分のやるべきことに対して責任感をもっている様子が伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（自分のやるべきことに対して責任感をもっている者の割合）は、1 回目から 4 回目に

かけて、上下の変化はあるものの、ほぼ横ばいの状況が確認できる（65.1% →69.0% →71.1% 

→65.9%）。一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（自分

のやるべきことに対して責任感をもたない者の割合）も同様に、ほぼ横ばいの状況（4 回目に突

如上がっているが）が確認できる（6.3% →6.3% →6.1% →11.0%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分のやるべきことに対して責任感をもつことにつ

いて、JST の指導の効果は明確には確認できない。JST の指導が、近い将来の進路決定を見据え

たものであるならば、早い段階から、自分のやるべきことに対して責任感をもたせることは重要

である。この点は、JST の指導に改善の余地があるかもしれない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.23659 1 0.473186 0.4915 
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完全 573.2933    

縮⼩ 573.5299    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -4.01789 0.388215 107.12 <.0001* 

切⽚[2] -2.69501 0.266149 102.53 <.0001* 

切⽚[3] -0.92831 0.21672 18.35 <.0001* 

切⽚[4] 0.952177 0.217018 19.25 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 0.056172 0.08118 0.48 0.489 

 

 

⑼過去の失敗をくよくよ後悔しない 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（30.2%）、次いで「どちらかといえば

あてはまらない」と回答する者がほぼ同数存在する（29.4%）。「あてはまらない」「どちらかと

いえばあてはまらない」と回答する者は、両者を合わせると約 46%おり、半数弱の者は、過去

の失敗をくよくよ後悔しないことが伺える。しかし一方で、「あてはまる」「どちらかといえばあ

てはまる」と回答する者は、両者を合わせると約 24%おり、およそ 4 人に 1 人が、過去の失敗

をくよくよ後悔してしまう様子が伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（過去の失敗をくよくよ後悔しない者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、増加傾

向が確認でき（23.8% →27.8% →28.9% →34.6%）、「あてはまらない」「どちらかといえばあて

はまらない」を合わせた割合（過去の失敗をくよくよ後悔する者の割合）も、1 回目から 4 回目

にかけて、減少傾向が確認できる（46.0% →40.5% →38.6% →37.0%）。しかしながら、「あては

まる」と回答する割合（過去の失敗をくよくよ後悔しないと思う者の割合）に限って見ると、1

回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（11.9% →14.3% →12.3% →14.8%）。

また「あてはまらない」と回答する割合（過去の失敗をくよくよ後悔してしまうと思う者の割合）

は、1 回目から 4 回目にかけて、上下の動きを伴いながら減少傾向が確認できるが（16.7% 

→18.3% →9.6% →9.9%）、「どちらかといえばあてはまらない」と回答する割合（過去の失敗を

くよくよ後悔してしまうとやや思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、上下の動きを伴

いながらもほぼ横ばいの状況が確認できる（29.4% →22.2% →28.9% →27.2%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、過去の失敗をくよくよ後悔せず、前向きに物事に取

り組む姿勢を涵養する上で、JST の指導は、変化を大づかみで捉えれば、一定の効果が発揮され

ていると言えよう。しかしながら、より仔細に見てみると、その変化は明白なほどではないこと

が伺える。JST の指導においては、過去の失敗を学びの契機と捉え、前向きな姿勢をもって物事

に取り組み続けられるよう、さらなる改善の余地があると思われる。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 
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モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.11643 1 0.232861 0.6294 

完全 696.9445    

縮⼩ 697.061    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.0131 0.233256 74.48 <.0001* 

切⽚[2] -0.58789 0.208249 7.97 0.0048* 

切⽚[3] 0.624448 0.208508 8.97 0.0027* 

切⽚[4] 1.719643 0.226953 57.41 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 0.037893 0.078529 0.23 0.6294 

 

 

⑽難しいことでも、やる気を出せば、できると思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（39.7%）、次いで「どちらかといえば

あてはまる」と回答する者が多い（28.6%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回

答する者は、両者を合わせると約 40%おり、4 割の者が、「やればできる」という前向きな姿勢

を持っていることが伺える。しかし一方では、「どちらでもない」と宙ぶらりんの状態の者も約

4 割おり、また「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と、後向きの姿勢を持

つ者も約 2 割存在する。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（やればできると思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、およそ増加する傾向

が確認でき（40.5% →44.4% →56.1% →50.6%）、「あてはまらない」「どちらかといえばあては

まらない」を合わせた割合（やればできると思わない者の割合）も、1 回目から 4 回目にかけて、

およそ減少する傾向が確認できる（19.8% →20.6% →14.0% →16.0%）。より顕著なのは、「あて

はまる」と回答する割合（やればできると思う者の割合）に限って見ると、1 回目から 4 回目に
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かけて、明らかに増加する傾向が確認できる（11.9% →14.3% →18.4% →23.5%）ということで

ある。「あてはまらない」と回答する割合（やればできると思わない者の割合）に限って見ても、

1 回目から 4 回目にかけて、減少する傾向が確認できる（5.6% →4.0% →3.5% →3.7%） 

このことから、全体の傾向を通観すると、「やればできる」という前向きな姿勢を涵養する上

で、JST の指導は一定の効果を発揮していると言えよう。ただし、4 回目に至ってもなお 16%の

者は「やればできる」とは思えない状況にあることには注意を要する。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 5.01076 1 10.02152 0.0015* 

完全 647.2472    

縮⼩ 652.258    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.30598 0.272375 71.68 <.0001* 

切⽚[2] -0.83251 0.214027 15.13 0.0001* 

切⽚[3] 0.744924 0.211487 12.41 0.0004* 

切⽚[4] 2.252741 0.236531 90.71 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.2552 0.080314 10.1 0.0015* 

 

 

⑾友達とけんかをしても、うまく仲直りができると思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（34.1%）、次いで「どちらかといえば

あてはまる」と回答する者が多い（31.0%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回

答する者は、両者を合わせると約 47%おり、半数弱の者が、友達との軋轢に対して前向きな姿

勢を保つことができている。一方で、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と
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回答する者は、両者を合わせると約 20％おり、約 2 割の者は、友人関係に対して後向きの姿勢

を持っていることが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（友達との軋轢に対して前向きな姿勢を持つ者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、

ほぼ横ばいの状況が確認でき（46.8% →46.8% →47.4% →45.7%）、「あてはまらない」「どちら

かといえばあてはまらない」を合わせた割合（友達との軋轢に対して後向きの姿勢を持つ者の割

合）も、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（19.0% →12.7% →11.4% 

→14.8 %）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、友達との軋轢に対して前向きな姿勢を保てるよう涵

養する上で、JST の指導には、明確な効果は確認できない。友人関係を築く上での「失敗」やそ

の関係を維持する上での「失敗」も含め、JST の指導においては、それを学びの契機と捉え、前

向きな姿勢をもって物事に取り組み続けられるよう、さらなる改善の余地があると思われる。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.57013 1 1.140258 0.2856 

完全 609.919    

縮⼩ 610.4891    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -3.48136 0.35578 95.75 <.0001* 

切⽚[2] -1.41651 0.223803 40.06 <.0001* 

切⽚[3] 0.452535 0.211433 4.58 0.0323* 

切⽚[4] 2.070738 0.237005 76.34 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.08678 0.080455 1.16 0.2808 
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⑿時間を無駄にしたくない 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（33.3%）、次いで「どちらかといえば

あてはまる」と回答する者が多い（31.7%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回

答する者は、両者を合わせると約 56%おり、半数以上の者が、時間を無駄にしたくないと思っ

ている。一方で、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」と回答する者は、両者

を合わせると約 11％おり、時間を浪費することを厭わない者も一定数存在する。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（時間を無駄にしたくないと思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ば

いの状況が確認でき（55.6% →60.3% →64.0% →56.8%）、「あてはまらない」「どちらかといえ

ばあてはまらない」を合わせた割合（時間を無駄にしてもよいと思う者の割合）も、1 回目から

4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（11.1% →8.7% →10.5% →14.8%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、時間を大切に使おうとする姿勢を涵養する上で、JST

の指導には、明確な効果は確認できない。JST の指導が、近い将来の進路決定を見据えたもので

あるならば、時間を資源の一つと捉え、その一分一このことから、全体の傾向を通観すると、時

間を大切に使おうとする姿勢を涵養する上で、JST の指導には、明確な効果は確認できない。秒

を大切にしようとする姿勢を涵養することは重要である。この点は、JST の指導に改善の余地が

あるかもしれない。 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 1.03989 1 2.079783 0.1493 

完全 605.3999    

縮⼩ 606.4398    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -3.4173 0.35449 92.93 <.0001* 
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切⽚[2] -2.00375 0.243137 67.92 <.0001* 

切⽚[3] -0.13698 0.209269 0.43 0.5128 

切⽚[4] 1.298071 0.218719 35.22 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.11537 0.080115 2.07 0.1499 

 

 

⒀保護者からの自分への期待が高いと感じる 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（45.2%）、約半数の者が、保護者から

の期待について宙ぶらりんの評価を下している。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」

と回答する者は、両者を合わせると約 20%で、一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあ

てはまらない」と回答する者は、両者を合わせると約 35％である。全体的に見れば、自分は保

護者から期待されていないと感じている者が比較的多いことが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（自分は保護者から期待されていると感じている者の割合）は、1 回目から 4 回目にか

けて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（19.8% →17.5% →16.7% →22.2%）。しかし一方で、「あ

てはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（自分は保護者から期待さ

れていないと感じている者の割合）については、1 回目から 4 回目にかけて、減少する傾向が確

認できる（34.9% →34.9% →29.8% →28.4%）。（その減少に併せて、「どちらでもない」と回答

する割合が増加していった。） 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分は保護者から期待されていると感じる心持ち

（自己肯定感の一種）について、JST の指導は、その積極的な効果は発揮されないものの（期待

されていると思えるためには、最後は保護者との関係が重要であろうから）、それまで「自分は

保護者から期待されていない」と感じていた者の心持ちを改善する効果はあるかもしれない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
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モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 1.86003 1 3.720053 0.0538 

完全 625.643    

縮⼩ 627.503    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.18882 0.240305 82.97 <.0001* 

切⽚[2] -1.13474 0.219499 26.73 <.0001* 

切⽚[3] 0.929338 0.217176 18.31 <.0001* 

切⽚[4] 2.274057 0.261927 75.38 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 0.157756 0.081476 3.75 0.0528 

 

 

⒁休みがたくさんもらえることは大事だと思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（38.9%）、次いで「あてはまる」と回

答する者が多く（31.7%）、次いで「どちらかといえばあてはまる」と回答する者が多い（23.8%）。

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答する者は、両者を合わせると約 57%で、

半数以上の者が、休みがたくさんあることは大事であると認識している。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（休みがたくさんあることは大事であると思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけ

て、およそ増加する傾向が確認できる（55.6% →67.5% →72.8% →69.1%）。一方、「あてはまら

ない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（休みがたくさんあることは大事で

あると思わない者の割合）については、1 回目から 4 回目にかけて、およそ減少する傾向が確認

できる（5.6% →4.8% →4.4% →7.4%）。また「あてはまる」と回答する割合（休みがたくさん

あることは大事であると思う者の割合）に限って見ると、1 回目から 4 回目にかけて、およそ増

加する傾向が確認できる（31.7% →39.7% →39.5% →34.6%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、休みがたくさんあることは大事だと思える、余裕の

ある心持ちにしていく上で、JST の指導には一定の効果が確認できよう。近い将来の進路決定に

向けて、心に余裕をもって日々の学びを進めて行くためには、キャリア形成のリアリティに即し

た経験が必要である。JST の指導は、その種の経験を提供する重要な機会の一つである。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 
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モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 11.93837 1 23.87675 <.0001* 

完全 583.0137    

縮⼩ 594.9521    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.66296 0.329406 65.35 <.0001* 

切⽚[2] -1.64121 0.247912 43.83 <.0001* 

切⽚[3] 0.471497 0.211322 4.98 0.0257* 

切⽚[4] 1.643059 0.224829 53.41 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.39993 0.082619 23.43 <.0001* 

 

 

⒂自分ができる仕事は世の中にたくさんあると思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（39.7%）、次いで「どちらかといえば

あてはまらない」と回答する者が多い（21.4%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」

と回答する者は、両者を合わせると約 32%で、一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあ

てはまらない」と回答する者は、両者を合わせると約 29％である。労働市場の中での自分の位

置づけ（価値づけ）に対して、約 4 割の者が宙ぶらりんの状態にあり、また前向きな姿勢を持つ

者は約 3 割、後向きの姿勢を持つ者も約 3 割存在することが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（自分ができる仕事は世の中にたくさんあると思う者の割合）は、1 回目から 4 回目に

かけて、増加する傾向が確認できる（31.7%→37.3%→37.4%→43.2%）。しかし一方で、「あては

まらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（自分ができる仕事は世の中に

たくさんあるとは思わない者の割合）については、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状

況が確認できる（28.6% →26.2% →20.9% →23.5%）。 
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このことから、全体の傾向を通観すると、労働市場の中での自分の位置づけ（価値づけ）に対

して、前向きな姿勢を持てるようにする上で、JST の指導には、一定の効果が確認できようが、

それまで「自分にできる仕事は世の中にない」と思い込んできた者に対して、その後向きの姿勢

を改善させる上では、JST の指導の効果には、（少なくとも現時点では）限界があるように思え

る。JST の指導には、こうした自分の位置づけに対して後向きの姿勢に替えて前向きな姿勢を涵

養していくことが期待される。その点において JST の指導には、さらなる改善の余地があるか

もしれない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.0107 1 0.021391 0.8837 

完全 665.9909    

縮⼩ 666.0016    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.73278 0.269343 102.94 <.0001* 

切⽚[2] -1.19557 0.216152 30.59 <.0001* 

切⽚[3] 0.35778 0.208421 2.95 0.086 

切⽚[4] 1.496159 0.221949 45.44 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 0.011631 0.079193 0.02 0.8832 

 

 

⒃自分の未来は明るいと思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多い（49.2%）。約半数の者が、自分の未来

の展望に対して、宙ぶらりんの状態にあることが伺える。「あてはまる」「どちらかといえばあて

はまる」と回答する者は、両者を合わせると約 25%で、一方、「あてはまらない」「どちらかとい
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えばあてはまらない」と回答する者は、両者を合わせると約 26％であり、自分の未来の展望に

対して、前向きな姿勢を持つ者と後向きの姿勢を持つ者はほぼ同程度の割合で存在する。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（自分の未来は明るいと思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、増加する傾向

が確認できる（24.6% →29.4% →33.3% →37.0%）。「あてはまる」と回答する割合（自分の未来

は明るいと思う者の割合）に限って見れば、1 回目から 4 回目にかけて、上下の変化はあるもの

の、顕著な増加傾向が確認できる（10.3% →7.9% →13.2% →22.2%）。しかし一方で、「あては

まらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（自分の未来は明るいとは思わ

ない者の割合）については、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（26.2% 

→24.6% →20.2% →28.4%）。「あてはまらない」と回答する割合（自分の未来は明るいとは思わ

ない者の割合）に限って見ても、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる

（12.7% →6.3% →8.8% →7.4%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、自分の未来の展望に対して、前向きな姿勢を持てる

ようにする上で、JST の指導には、一定の効果が確認できようが、それまで「自分の未来は明る

くない」と思い込んできた者に対して、その後向きの姿勢を改善させる上では、JST の指導の効

果には、（少なくとも現時点では）限界があるように思える。JST の指導には、こうした自らの

未来の展望に対して後向きの姿勢に替えて前向きな姿勢を涵養していくことが期待される。そ

の点において JST の指導には、さらなる改善の余地があるかもしれない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.45805 1 0.916099 0.3385 

完全 645.8792    

縮⼩ 646.3373    

パラメータ推定値 
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項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -2.05916 0.244041 71.2 <.0001* 

切⽚[2] -0.89059 0.214875 17.18 <.0001* 

切⽚[3] 0.998635 0.216073 21.36 <.0001* 

切⽚[4] 2.189966 0.241341 82.34 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.07833 0.080516 0.95 0.3306 

 

 

⒄お金をかせぐことは大事だと思う 

1 回目では「あてはまる」と回答する者が最も多く（54.8%）、次いで「どちらかといえばあて

はまる」と回答する者が多い（34.9%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答す

る者は、両者を合わせると約 9 割で、一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらな

い」と回答する者は、いずれも 0 名である。したがって、この時点では、ほぼ全ての者が「お金

をかせぐこと」に価値を見出す状態にあったことが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（お金をかせぐことは大事だと思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横

ばいの状況が確認できる（89.7% →90.5% →90.4% →90.2%）。しかしながら、より仔細に見て

みると、「あてはまる」と回答する割合（お金をかせぐことは大事だと思う者の割合）は、1 回

目から 4 回目にかけて、上下の変化はあるものの、減少する傾向が確認でき（54.8% →57.1% 

→50. % →51.2%）、またそれまで 0 名であった「どちらかといえばあてはまらない」と回答す

る割合（お金をかせぐことは必ずしも大事だとは思わない者の割合）については、1 回目から 4

回目にかけて、僅かながらもそのような回答が見られるようになり、増加する傾向が確認できる

（0.0% →0.0% →0.9% →2.4%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、お金をかせぐことに対して、その重要性はもちろん

認識しながらも、しかし仕事をするということの価値はそこだけにあるのではないということ

を認識させる（お金をかせぐということの価値を相対化させる）上で、JST の指導には一定の効

果が確認できる。何のためにお金をかせぐのかという問いを自らに立てて、より深いレベルで将

来の進路決定と向き合えるよう、JST の指導にはその効果的な役割が期待される。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 
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モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 3.38174 1 6.76349 0.0093* 

完全 472.1907    

縮⼩ 475.5725    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -4.50553 0.607647 54.98 <.0001* 

切⽚[2] -3.51143 0.401188 76.61 <.0001* 

切⽚[3] -1.22398 0.229413 28.47 <.0001* 

切⽚[4] 0.516971 0.219128 5.57 0.0183* 

JST 経験【〇回目】 -0.22208 0.085082 6.81 0.0090* 

 

 

⒅何でも最後は自分で決めたいと思う 

1 回目では「あてはまる」と回答する者が最も多く（37.3%）、次いで「どちらかといえばあて

はまる」と回答する者が多い（33.3%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答す

る者は、両者を合わせると約 71%で、約 7 割の者が、何でも最後は自分で決めたいと思ってい

ることが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ

せた割合（何でも最後は自分で決めたいと思う者の割合）は、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ

横ばいの状況が確認できる（70.6% →65.9% →74.6% →70.4%）。一方「あてはまらない」「どち

らかといえばあてはまらない」を合わせた割合（何でも最後は自分で決めたいとは思わない者の

割合）も、1 回目から 4 回目にかけて、ほぼ横ばいの状況が確認できる（7.1% →4.8% →3.5% 

→7.4%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、何でも最後は自分で決めたいと思う前向きな姿勢を

涵養する上で、JST の指導には、明確な効果は確認できない。問題は、「あてはまらない」「どち
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らかといえばあてはまらない」と回答し、自己決定に対して後向きの姿勢を持つ者が僅かながら

存在し、JST の指導にはこうした者に対して自己決定に前向きな姿勢を涵養するよう、さらなる

改善の余地があるかもしれない。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 0.03739 1 0.074776 0.7845 

完全 553.7106    

縮⼩ 553.748    

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[1] -6.15259 1.019021 36.45 <.0001* 

切⽚[2] -2.92159 0.283072 106.52 <.0001* 

切⽚[3] -0.96542 0.216323 19.92 <.0001* 

切⽚[4] 0.417207 0.212017 3.87 0.0491* 

JST 経験【〇回目】 0.022252 0.080788 0.08 0.783 

 

 

⒆今日取り組んだ学習は、自分の将来に役立つと思う 

1 回目では「どちらでもない」と回答する者が最も多く（42.9%）、次いで「どちらかといえば

あてはまる」と回答する者が多い（32.5%）。「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回

答する者は、両者を合わせると約 51%で、一方、「あてはまらない」「どちらかといえばあては

まらない」と回答する者は、両者を合わせると約 6%である。つまり、1 回目の JST の経験に対

しては、半数以上の者が、それが自分の将来に役立つと肯定的に捉えていたことがわかる。ただ

し、「どちらでもない」と回答する者が最も多いことから、その JST の経験が必ずしも自分の将

来に役立つとは限らないと捉えていた者も一定数いたことが伺える。 

それが、JST の指導を経験する過程で、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わ
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せた割合（今日取り組んだ学習は、自分の将来に役立つと思う者の割合）は、1 回目から 4 回目

にかけて、上下の変化を伴いながらも、顕著な増加傾向が確認できる（50.8% →70.4% →67.5% 

→71.6%）。一方「あてはまらない」「どちらかといえばあてはまらない」を合わせた割合（今日

取り組んだ学習は、自分の将来に役立つとは思わない者の割合）も、1 回目から 4 回目にかけて、

横ばいまたは減少の傾向が確認できる（6.3% →3.2% →5.3% →4.9%）。 

このことから、全体の傾向を通観すると、その回で経験した JST の学習に対して、自分の将

来と照らし合わせながら、そこに一定の意味や意義を肯定的に見出す者の割合は、JST の指導を

繰り返す中で増加することが示された。つまり、今回実施された JST の指導は、繰り返される

ことでより一層その価値が伝わるということである。ただし、4 回目に至ってもなお、JST の経

験に意味を見出せない者も一定数存在し（4.9%）、その点において、今後の JST の指導では、さ

らなる改善の余地があると思われる。 

 

【ロジスティックであてはめの結果】 

 

モデル全体の検定 
   

モデル (-1)*対数尤度 自由度 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

差 2.47875 1 4.957497 0.0260* 

完全 573.0958    

縮⼩ 575.5746    
     

パラメータ推定値 
   

項 推定値 標準誤差 カイ 2 乗 p 値(Prob>ChiSq) 

切⽚[0] -5.70102 1.017232 31.41 <.0001* 

切⽚[1] -3.18967 0.342764 86.6 <.0001* 

切⽚[2] -2.46784 0.275829 80.05 <.0001* 

切⽚[3] -0.22833 0.210577 1.18 0.2782 

切⽚[4] 1.331434 0.220422 36.49 <.0001* 

JST 経験【〇回目】 -0.17907 0.080978 4.89 0.0270* 
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まとめ 

各質問項目（19 項目）の回答について、1 回目～4 回目の変化の様子を、そしてその変化の様

子から JST の指導の効果を考察した結果、得られた示唆は以下の通りである。 

(1) 自分の個性に対して前向きな姿勢を持たせる上で、JST の指導は一定の効果を発揮してい

る。 

(2) 自分の夢をかなえることに対する意欲を持たせる上で、JST の指導は一定の効果を発揮し

ている。 

(3) 分がのびのびと生きるということに対する意識について、JST の指導は一定の効果を発揮

している。 

(4) 自分はひとりぼっちだと感じる意識を改善する上で、JST の指導には若干の効果は確認で

きるものの、現時点では「見込み」程度に留まる。 

(5) 他人と異なる意見を言えるという積極的姿勢を涵養する上で、JST の指導には若干の効果

は確認できるものの、と同時に他方では、その指導の過程で、何らかの理由により他人と異

なる意見を言うことに対して消極的な姿勢をむしろ強めてしまっている可能性も示唆され

る。 

(6) 他人との人間関係づくりにおいて、それがきゅうくつな面も持ち合わせているということ

に意識を向けさせる上で、JST の指導は、あまり積極的な効果は見られないものの、それま

でそれをきゅうくつなものと感じてこなかった者が、実はそうでなさそうだと感じさせる

契機を与えるものとはなっているかもしれない。 

(7) JST の指導の過程で、思いやりをもって他者とかかわることが大事だとは思っていない者

の割合は、明らかに減少の傾向が確認でき、その点において JST の指導は一定の効果を発

揮している。 

(8) 自分のやるべきことに対して責任感をもつことについて、JST の指導の効果は明確には確

認できない。 

(9) 過去の失敗をくよくよ後悔せず、前向きに物事に取り組む姿勢を涵養する上で、JST の指導

は、変化を大づかみで捉えれば、一定の効果が発揮されている。しかしながら、より仔細に

見てみると、その変化は明白なほどではない。 

(10) 「やればできる」という前向きな姿勢を涵養する上で、JST の指導は一定の効果を発揮して

いる。 

(11) 友達との軋轢に対して前向きな姿勢を保てるよう涵養する上で、JST の指導には、明確な効

果は確認できない。 

(12) 時間を大切に使おうとする姿勢を涵養する上で、JST の指導には、明確な効果は確認できな

い。 

(13) 自分は保護者から期待されていると感じる心持ち（自己肯定感の一種）について、JST の指

導は、その積極的な効果は発揮されないものの（期待されていると思えるためには、最後は

保護者との関係が重要であろうから）、それまで「自分は保護者から期待されていない」と
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感じていた者の心持ちを改善する効果はあるかもしれない。 

(14) 休みがたくさんあることは大事だと思える、余裕のある心持ちにしていく上で、JST の指導

には一定の効果が確認できる。 

(15) 労働市場の中での自分の位置づけ（価値づけ）に対して、前向きな姿勢を持てるようにする

上で、JST の指導には、一定の効果が確認できようが、それまで「自分にできる仕事は世の

中にない」と思い込んできた者に対して、その後向きの姿勢を改善させる上では、JST の指

導の効果には、（少なくとも現時点では）限界がある。 

(16) 自分の未来の展望に対して、前向きな姿勢を持てるようにする上で、JST の指導には、一定

の効果が確認できようが、それまで「自分の未来は明るくない」と思い込んできた者に対し

て、その後向きの姿勢を改善させる上では、JST の指導の効果には、（少なくとも現時点で

は）限界がある。 

(17) お金をかせぐことに対して、その重要性はもちろん認識しながらも、しかし仕事をするとい

うことの価値はそこだけにあるのではないということを認識させる（お金をかせぐという

ことの価値を相対化させる）上で、JST の指導には一定の効果が確認できる。 

(18) 何でも最後は自分で決めたいと思う前向きな姿勢を涵養する上で、JST の指導には、明確な

効果は確認できない。 

(19) その回で経験した JST の学習に対して、自分の将来と照らし合わせながら、そこに一定の

意味や意義を肯定的に見出す者の割合は、JST の指導を繰り返す中で増加することが示さ

れた。 

 

3-2 事業全体を通した成果および考察 

調査結果が示す通り、全体として、実施している JST の指導に一定の効果が確認できるこ

とは証明できた。一方で、本プロジェクトが目的とする通信制高校に在籍する生徒の、その

中でも最も「社会意識」を「向上」させたい一定の層に対して、本プログラムの存在や実施

した JST の効果について、ポジティブに捉えることのできない結果も合わせて浮かび上が

ってきた。先にも述べた「最も社会意識を向上させたい層」に主眼をおいた、あるいはアル

バイト経験のある生徒からすると、やや退屈と思うかもしれない内容の JST を実施してき

たつもりであったが届かない部分があった。この 2 年間の結果を受け、来年度の JST は、

より具体的な内容になるよう改善していきたい。様々な背景の生徒が在籍している中で、よ

り明確にターゲット層を絞り込んだ内容にすることも、ひとつの方法かもしれない。引き続

き「能動的な進路選択の意識向上」へと生徒を導く方法を考察していく。 

 

参考：進路決定率 

・進学 … 四大、短大、専門学校、留学 

・就職 … 非正規雇用も含む(高校時代からのアルバイト先へ引き続き等) 

・未定 … 進学準備(浪人)も含む 
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4．資料 
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46 

 

別添 3－A 



47 

 

別添 3－B 



48 

 

 

 

別添 3－C 
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別添 4－a 
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